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ど
こ
の
河
原
で
も
、
湧
水
が
湧
き
だ
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
の
水
は
清
澄
。 

印刷は白黒、元の写真のカラーにし、少し追記した 

 

ろ
過
池
で
も
土
壌
で
も
表
面
近
く
で

生
物
群
集
が
活
躍
し
て
い
る
。 

山の裾野には清澄な湧水が多い。 

長
野
県
以
外
で
も
、
無
処
理
の

水
道
水
が
多
い
。 

甘
露
水 
素
晴
ら
し
い

名
前
だ
。 



 

学生も気に入ってくれた看板 

日
本
は
、
ど
こ
で
も
「
生
で
お

い
し
い
水
」
が
あ
る
の
に
。 

青
木
裕
子
ア
ナ
は
、
聴
視
者
へ
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
プ
ロ
だ
っ
た
。 



 

浄
化
実
験
は
、
大
量
の
水
を
使
う
の
で
、
灌
漑
水
路

の
水
を
揚
水
し
て
使
っ
た
。 

1974年のハリスの消費者報告は、塩素添加の問題で
世界中で注目された。NHKも取り上げようとした。 

明
治
時
代
か
ら
濁
り
対
策
で
は
沈
澱
池

だ
け
で
、
凝
集
剤
を
使
わ
な
い
。 

給水人口 100人未満なら、この施設で十分。 

殺
菌
用
の
塩
素
は
入
っ
て
い
な
い
。 

水
道
水
と
は
違
う
。 



 

沖
縄
で
は
、
お
水
専
門
店
は
ど
こ
で
も

あ
る
。
水
道
が
普
及
し
て
い
る
の
に
。 

渋
沢
栄
一
財
団
か
ら
原
稿
を
頼
ま
れ
、
張
り
切
っ
て
書
い
た
。 

塩
素
添
加
は
、
戦
後
、
米
軍
に
強
制
さ
れ
、

現
在
も
続
い
て
い
る
。 



 

基準は、絶対的でなっく、変わるものだ。 

大
腸
菌
は
病
原
菌
で
な
い
。 

リ
ス
ク
を
下
げ
れ
ば
良
い
。
無
菌
は
必
要
な
い
。 



 

基準が変わって、飲用可になった。 
水は変わっていない。 

日
本
で
も
昔
は
、
伏
流
水
取
水
を
し
て
い
た
。 

欧州は、省エネで、簡単に良質な水が得られる伏流水取水が行わ
れ、近年は、積極的に人工的に伏流水をつくる事をしている。 



 

ゲ
ラ
校
正
の
時
、
原
図
が
切
れ
て

い
た
の
に
気
づ
か
な
か
っ
た
。 

ドイツでは水道水の原水は 6 割が伏流水。 

欧
州
は
積
極
的
に
伏
流
水
を
取
水
。 

日
本
で
も
活
用
し
た
い
方
法
だ
。 

欧州は、浄化しやすい伏流水取水に積極的だった。 



 

WHOから緩速ろ過指針が 1974年に出版 

1988年にロンドン大で最初の国際緩速ろ過会議 

日
本
の
設
計
指
針
、
維
持
管
理
指
針
で
は

緩
速
ろ
過
の
記
述
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。 

日本には、無処理の浄水施設は多数ある。 



 

熊本市の水道水は、100％地下水 

緩
速
ろ
過
は
生
物
群
集

に
よ
る
浄
化
。 

細
か
な
砂
で
あ
る
必
要
な
い
。 



 

JICAは、英語と日本語のビデオ教材を 2009 年に作成 

この施設で、6000 人に給水可能。 

この施設は、無人で管理。5年間削り取りなし
で問題がなかった。 

S
D

G
s
 

省
エ
ネ
を
考
え
る
な
ら
、
伏
流
水
取
水
、
生
物
群
集

の
活
躍
に
よ
る
緩
速
ろ
過
（
生
物
浄
化
法
）
。 


